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日
本
に
変
化
の
う
ね
り

　

二
〇
一
一
年
は
、
日
本
に
と
っ
て
、

「
東
日
本
大
震
災
」
と
そ
れ
に
伴
う
原

発
の
大
事
故
に
よ
り
、
歴
史
に
残
る
年

と
な
っ
た
。石
油
を
輸
入
に
頼
る
国
が
、

原
子
力
に
も
頼
れ
な
い
と
知
り
、
し
か

も
津
波
、猛
暑
、台
風
と
い
う
自
然
災
害

の
危
険
と
共
に
経
済
発
展
を
支
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
再
確

認
さ
せ
ら
れ
た
。
日
本
は
、
従
来
の
経

済
、
産
業
、
生
活
の
あ
り
方
す
べ
て
で
、

発
想
を
転
換
す
る
時
期
に
き
て
い
る
。

　

日
本
の
変
化
の
う
ね
り
は
、
遠
く
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
か
ら
も
見
て
と
れ
る
。「
東
日

本
大
震
災
」
の
後
、多
く
の
日
本
人
は
、

「
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
」と
い

う
気
持
ち
を
強
く
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

よ
う
だ
。「
絆
」が
、昨
年
の
国
民
的
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
っ
た
よ
う
に
。
人
が
一
人

称
で
モ
ノ
を
考
え
る
時
、
変
化
が
起
き

る
。
現
に
、
日
本
で
も
被
災
者
支
援
や

被
災
地
復
興
の
た
め
に
、
多
数
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
誕
生
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
人
々
が
、
日

本
や
、
も
っ
と
広
く
人
類
の
た
め
に
個

人
で
で
き
る
こ
と
を
す
る
と
し
た
ら
、

何
が
あ
る
か
と
考
え
た
時
、
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｉ

Ｃ
の
こ
と
が
閃
い
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
を
バ
ー
チ
ャ
ル
に
集
積

　

Ｂ

Ｏ

Ｎ

Ｉ

Ｃ
と
は
、B

erk
eley
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イ
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ォ
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
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コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
）
の
略
語
で
あ
る
。
日
本
語
ペ
ー

ジ
も
充
実
し
て
き
て
い
る
の
で
、
も
っ

と
深
く
知
り
た
い
読
者
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｉ

Ｃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp://b
oin
c.

b
erk
eley
.ed
u
/

）
を
参
照
願
い
た
い
。

　

Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
と
は
、
あ
な
た
が
パ
ソ

コ
ン
を
使
わ
な
い
時
に
、
あ
な
た
が
パ

ソ
コ
ン
に
社
会
貢
献
を
さ
せ
る
こ
と
を

可
能
に
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

と
言
っ
て
も
、
多
く
の
読
者
に
は

「
？
」
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
も
う
少
し
噛

み
砕
い
て
説
明
し
た
い
。

　

パ
ソ
コ
ン
は
、人
が
使
わ
な
く
て
も
、

電
源
が
入
っ
て
い
る
間
、
ス
ク
リ
ー
ン

セ
ー
バ
ー
が
作
動
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
パ
ソ
コ
ン
内
部
で
は
、
ス

ク
リ
ー
ン
セ
ー
バ
ー
を
動
か
す
た
め
に
、

演
算
処
理
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

そ
の
演
算
処
理
能
力
を
世
界
中
か
ら

何
千
何
万
台
分
集
め
て
、
大
き
な
計
算

栗崎　由子

　「東日本大震災」からの復興・再生に向けた取り組みの中で、私
たちは、絆や支え合いを再認識している。筆者が住むスイスにいて
も、日本でのボランティア活動の広がりなどが見てとれるそうだ。
ところで、一般的にボランティアと言うと、人的支援や物資・資金
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ＩＣＴでボランティア…の巻

第５回



3　あけぼの　2012　3

を
さ
せ
る
の
が
、
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
と
い
う

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
チ
カ
ラ
だ
と
思
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
世
界
中
に
あ
る
膨
大

な
数
の
パ
ソ
コ
ン
、
そ
の
力
を
何
千
何

万
台
分
集
め
る
と
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
（
ス
パ
コ
ン
）
を
上
回
る
演
算

能
力
と
な
る
。

　

一
台
の
ス
パ
コ
ン
に
膨
大
な
量
の
デ

ー
タ
を
集
め
て
複
雑
で
大
き
な
演
算
を

さ
せ
る
の
で
は
な
い
。
演
算
式
を
細
分

化
し
、無
数
の
パ
ソ
コ
ン
に
送
り
込
む
。

そ
の
結
果
と
し
て
大
き
な
仕
事
を
達
成

す
る
。
発
想
の
逆
転
で
あ
る
。

　

科
学
を
市
民
の
手
に
！

　

Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
は
現
在
、
マ
ラ
リ
ア
感

染
過
程
の
解
明
（
ス
イ
ス
熱
帯
医
学
研

究
所
）
や
、
天
体
の
謎
の
解
明
（
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
）
な
ど
、
人
類
に
役
立

つ
科
学
研
究
に
多
用
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
研
究
に
は
、
膨
大
な
演
算
が

必
要
に
な
る
。
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
を
使
う
科

学
者
は
そ
の
演
算
ジ
ョ
ブ
を
細
分
化
し
、

個
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
パ
ソ
コ

ン
に
送
り
込
む
。
演
算
の
結
果
は
、
そ

の
科
学
者
の
手
元
に
あ
る
サ
ー
バ
ー
に

パ
ソ
コ
ン
が
送
り
返
す
。
そ
の
パ
ソ
コ

ン
が
、
ま
だ
暇
な
場
合
は
、
さ
ら
に
次

の
ジ
ョ
ブ
が
送
り
込
ま
れ
る
、
と
い
う

具
合
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
パ
ソ
コ

ン
と
科
学
者
の
サ
ー
バ
ー
を
繋
ぐ
の
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
演
算
形
態
（
デ
ィ
ス

ト
リ
ビ
ュ
ー
テ
ッ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ

ィ
ン
グ
）
自
体
は
新
し
く
な
い
。
現
在

も
、
一
つ
の
企
業
内
や
、
共
同
研
究
を

行
う
研
究
所
間
と
い
っ
た
、
あ
ら
か
じ

め
決
ま
っ
た
、
閉
じ
た
集
団
の
中
で
多

用
さ
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
画
期
的
な
と

こ
ろ
は
、
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

も
良
い
よ
と
い
う
無
数
の
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
、
科
学
研
究
の
た
め
に
広
く

巻
き
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
。
Ｂ
Ｏ
Ｎ

Ｉ
Ｃ
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ン
ピ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ
と
か
、
シ
チ
ズ
ン
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
所
以

だ
。「
科
学
を
市
民
の
手
に
！
」で
あ
る
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
を
平
等
化

　

こ
の
よ
う
な
仕
組
み
を
持
つ
Ｂ
Ｏ
Ｎ

Ｉ
Ｃ
に
は
、
社
会
的
に
も
革
命
的
な
意

義
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

利
用
の
平
等
化
で
あ
る
。

　

今
ま
で
、
科
学
者
や
、
研
究
機
関
は

ス
パ
コ
ン
を
利
用
し
た
け
れ
ば
、
高
額

な
お
金
を
払
っ
て
自
ら
購
入
す
る
か
、

ま
た
は
そ
れ
を
持
つ
他
の
機
関
に
借
り

る
し
か
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
、
い
や
お

う
な
く
、
持
つ
も
の
と
持
た
ざ
る
も
の

と
の
間
に
、
何
ら
か
の
差
の
生
じ
て
い

た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
を
使
う
と
、

誰
で
も
が
低
コ
ス
ト
で
ス
パ
コ
ン
同
様

の
機
能
を
利
用
で
き
る
。
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

ソ
フ
ト
は
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
し
、
パ
ソ
コ
ン
の
演
算
能
力
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
無
料
で
提
供
。
つ
ま
り
、

研
究
予
算
の
乏
し
い
開
発
途
上
国
の
科

学
者
や
、研
究
所
内
の
ル
ー
ル
に
よ
り
、

ス
パ
コ
ン
を
お
い
そ
れ
と
は
使
え
な
い

研
究
者
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
ス
パ
コ

ン
を
手
に
す
る
よ
う
な
も
の
な
の
だ
。

　

パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
主
で
あ
る
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
っ
て
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｉ

Ｃ
は
時
間
も
お
金
も
か
か
ら
な
い
社
会

貢
献
と
な
る
。
自
分
が
何
も
し
な
い
時

に
、
パ
ソ
コ
ン
が
働
い
て
く
れ
る
の
だ

か
ら
。

　

参
加
の
動
機
は
さ
ま
ざ
ま

　

Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
に
参
加
す
る
人
々
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
動
機
が
あ
る
。
筆
者
の
調

査
し
た
マ
ラ
リ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
場

合
、
技
術
が
好
き
、
医
学
の
進
歩
に
関

心
が
あ
る
、
と
い
う
理
由
の
他
に
、
自

分
の
体
験
か
ら
マ
ラ
リ
ア
患
者
と
そ
の

家
族
の
苦
し
み
が
分
か
る
か
ら
、
と
い

う
動
機
で
参
加
し
た
人
も
多
か
っ
た
。

　

前
述
の
調
査
か
ら
、
彼
、
彼
女
ら
は
、

Ｂ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
に
参
加
し
た
動
機
は
違
っ

て
も
、同
じ
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
者
同
士
、

横
の
繋
が
り
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
こ
れ
は
、
人
が
実
際
に
行
な

う
通
常
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
同
じ

で
は
な
い
か
。
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
参
加
が
き

っ
か
け
に
な
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た

ち
が
リ
ア
ル
世
界
で
も
気
持
ち
の
通
じ

る
仲
間
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　

栗
崎
由
子
（
く
り
さ
き　

よ
し
こ
）

　

一
九
七
八
年
、日
本
電
信
電
話
公
社
入
社
。

先
端
技
術
の
商
品
化
、市
場
調
査
等
を
担
当
。

パ
リ
の
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）、

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ａ
（
航
空
会
社
間
の
世
界
規
模
デ
ー

タ
通
信
会
社
）
で
、
情
報
通
信
政
策
や
市
場

戦
略
調
査
担
当
。
現
在
は
独
立
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
Ｂ
Ｈ
Ｎ
テ

レ
コ
ム
協
議
会
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
代
表
。
関
心
領

域
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
人
・
社
会
・
産
業
と
の
相

互
関
係
、
情
報
化
社
会
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
。
ジ
ュ
ネ

ー
ブ
在
住
。

yoshiko@
geneva-kurisaki.net


